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 枕崎市が，社会体育施設（以下「施設」という。）に係る管理運営について，「社

会体育施設指定管理者募集要項」に基づき指定管理者を募集するにあたり，その管理

業務の基準については下記のとおりとする。 

 

１ 施設の概要 

①運動場 

⑴ 名    称  塩浜運動場、深浦運動場 

⑵ 施設の所在地  枕崎市岩崎町１番地ほか 

⑶ 供 用 開 始  昭和58年７月 

⑷ 施設の概要 

 １）野球場（枕崎市中央町27番地） 

      施設内容  管理棟（面積282.60㎡） 

            審判室 

            トイレ（男女各１箇所，室内トイレ男女共用） 

            会議室・用具室・観戦室・湯沸室 

            投球練習場（面積123.10㎡）・管理倉庫 （面積64.3㎡） 

   ２）多目的グラウンド（枕崎市岩崎町１番地） 

      施設内容  第１〜第４コート（ソフトボール） 

            管理棟（44㎡）・第１管理棟（28㎡）・倉庫（9.53㎡） 

            フィールド・緑地帯 

 ３）テニス場（枕崎市岩崎町1-2番地） 

      施設内容  第１〜第７コート 

            更衣室（17.16㎡） 

   ４）市営プール（枕崎市岩崎町２番地） 

      施設内容  50Mプール（公認）：9コース 

25Mプール：７コース・幼児プール 

            更衣室（95.77㎡）・ポンプ施設 

 

②総合体育館 

⑴ 名    称  枕崎市立総合体育館 

⑵ 施設の所在地  枕崎市中央町26番地 

⑶ 供 用 開 始  昭和53年３月 

⑷ 施設の概要 

   ア 構  造   鉄筋コンクリート造陸屋根建 

   イ 建築面積   3165.53㎡   

   ウ 施設内容   メインアリーナ（ステージ） 

            ステージ下格納庫 

            会議室・用具室・電気室・機械室 

女子更衣室（トイレ，シャワー室） 

男子更衣室（トイレ，シャワー室） 

救護室（洗面台あり） 

トイレ（男女各１箇所・多目的トイレそれぞれ１箇所） 
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            事務室・湯沸室，２階客席，フロア 

            サブアリーナ（卓球場）、用具庫 

             

③武道館 

⑴ 名    称  枕崎市武道館 

⑵ 施設の所在地  枕崎市中央町21番地 

⑶ 供 用 開 始  昭和52年２月 

⑷ 施設の概要 

   ア 構  造   鉄筋コンクリート造平屋建 

   イ 建築面積   696.49㎡   

   ウ 施設内容   道場 

            事務室・用具室 

女子更衣室（トイレ，シャワー室） 

男子更衣室（トイレ，シャワー室） 

トイレ（男女各１箇所），用具庫・客席 

 

④弓道場 

⑴ 名    称  枕崎市立弓道場 

⑵ 施設の所在地  枕崎市中央町24番地 

⑶ 供 用 開 始  昭和57年９月 

⑷ 施設の概要 

   ア 構  造   木造 

   イ 建築面積   216.86㎡（射場） 

             45.00㎡（的場） 

   ウ 施設内容   射場・和室，用具室，的場（通路） 

トイレ（男女各１箇所） 

            事務室・湯沸室・用具庫             

   

 ⑤海洋センター 

⑴ 名    称  枕崎市海洋センター 

⑵ 施設の所在地  枕崎市松之尾町47番地１ 

⑶ 供 用 開 始  昭和60年４月 

⑷ 施設の概要 

   ア 構  造   鉄骨造 

   イ 建築面積   273㎡（艇庫） 

   ウ 施設内容   艇庫 

   

２ 開館期間等 

  開館期間・開館時間及び休館については，以下のとおりとする。 

   ただし，指定管理者が必要と認めたときは，条例の範囲内において，事前に枕崎

市（以下「市」という。）の承認を得たうえで，これらを変更することができる。

なお，これらを変更する場合は，市民に対して事前に周知を図ること。 
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①運動場（多目的グラウンド・野球場・プール・テニス場） 

(１) 開館期間 １月５日から 12 月 26 日まで 

(２) 開館時間 午前８時 30 分から午後 10 時まで。ただし，通常利用は日没ま

でとし，夜間照明施設を使用して利用する場合は，午後 10 時までとする。 

(３) 休館 毎週月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第

178 号）に規定する休日に当たるときは，その翌日）午前８時 30 分から午後

５時まで 

  ※上記に関わらず，市が必要と認めた場合は，指定管理者は開館しなければ

ならない。 

 

  ①各施設（総合体育館・武道館・弓道場・海洋センター） 

(１) 開館期間 １月５日から 12 月 26 日まで 

(２) 開館時間 午前８時 30 分から午後 10 時まで 

        ※海洋センターについては、午後５時まで 

(３) 休館 毎週月曜日（その日が国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第

178 号）に規定する休日に当たるときは，その翌日）午前８時 30 分から午後

５時まで 

  ※上記に関わらず，市が必要と認めた場合は，指定管理者は開館しなければ

ならない。 

  

３ 施設の管理に関する基本的な考え方 

⑴ 施設の設置目的 

   市民の体育・スポーツ・レクリエーションなど社会体育の振興を図り，市民の

健全な心身の発達に寄与することを目的とする。 

⑵ 施設の管理運営方針 

  ア 指定管理者は，法令及び枕崎市運動場条例（昭和39年３月24日条例第15号。

以下「運動場条例」という。），枕崎市立総合体育館等の設置及び管理に関す

る条例（昭和51年４月１日条例第13号。以下「体育館条例」という。）及び枕

崎市海洋センターの設置及び管理に関する条例（昭和60年３月28日条例第20号。

以下「海洋センター条例」という。）並びにこれに基づく規則の規定に従い，

誠実に管理すること。 

  イ 当該施設の設置目的を理解し，公共業務の一部を執行する重大な責任がある

ことを認識し，公正かつ公平な立場で，サービスの向上に努めるとともに，効

率的な管理運営を行うこと。 

ウ 枕崎市個人情報保護条例（平成18年枕崎市条例第49号。以下「保護条例」と

いう。）の規定に基づき，個人情報の保護を徹底すること。 

エ 省エネルギーに努めるとともに，廃棄物の発生を抑制し環境に配慮した管理

を行うこと。 

オ 事業計画等に基づき，利用者が快適に施設を利用できるよう適正な管理運営

を行うとともに，管理運営費の削減に努めること。 
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カ 利用者の意見・要望を管理運営に反映させ，適切な人員を配置することによ

り，利用者へのサービス向上と利用者数の増加を図ること。  

キ 市と緊密に連携を図りながら管理運営を行うこと。 

 

４ 指定管理者が行う業務 

⑴ 施設の利用許可等に関する業務 

   施設が本来の目的を発揮し，市民の利用が増進されるような公平で公正な許可

審査を行うとともに，速やかな事務処理を行うものとする。 

ア 利用の申請受付並びに許可 

   運動場条例第３条，同施行規則第４条及び５条，体育館条例第４条及び同施

行規則第７条から第10条並びに海洋センター条例第５条による。 

     なお，利用の制限又は不許可とする場合は，申請者に対し，同時に当該処分

の理由を示さなければならない。また，施設の利用申込は原則として先着順と

し，利用の許可にあたっては，平等な利用を確保すること。 

イ 附属設備・備品の準備及び使用方法と注意事項の説明 

    利用者の申請に基づき，必要な設備や備品が円滑に利用できるよう指導，助

言等の支援を行うこと。また，利用の手引き等を作成すること。 

⑵ 利用料金の設定及び収受に関する業務 

   市民の利用が促進されるような適正な利用料金の設定を行うとともに，必要に

応じ減免措置等を実施すること。 

なお，利用料金の設定については，条例に定める範囲内であらかじめ市長の承

認を得るとともに，設定した利用料金を公表すること。 

  ア 地方自治法（昭和22年法律第67号）第244条の２第８項に定めるところにより，

施設利用料金を指定管理者の収入とする。 

  イ 利用料金については，運動場条例第６条第１項及び体育館条例第７条第1項の

規定による。なお，必要に応じ，運動場条例第６条第４項及び同施行規則第３

条並びに体育館条例第８条及び同施行規則第13条の規定により減免措置を実施

する。 

  ウ 利用料金の還付については，運動場条例第６条第５項及び体育館条例第７条

第４項ただし書きの規定による。 

⑶ 施設及び設備の維持管理に関する業務 

   施設の適正な運営のため，施設及び設備等の日常の点検，保守管理及び軽微な

修繕，清掃等を行うこと。 

ア 施設・設備の保守管理業務 

    施設の機能を維持し，利用者が快適に利用できる良質な施設・設備を提供す

るため，設備・器具等の保守点検を実施するとともに，設備・器具の状態につ

いて常に巡視点検を行い，必要に応じて整備すること。 

   (ｱ) 建物及び各施設の維持管理業務 

ａ 外見上の点検（巡視点検） 

ｂ 警備業務 

   (ｲ) 付帯設備及び備品等の維持管理業務 

ａ 自家用電気工作物保守管理業務 
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ｂ 消防用設備等保守点検 

ｃ スポーツ用品等の備品管理 

ｄ 机・椅子等の事務用品の管理 

ｅ その他維持管理に必要な業務 

  イ 秩序保持・安全業務 

    施設の秩序の保持，その他の安全に関する事項は次のとおりとする。 

   (ｱ) 防災・防火管理業務（防火訓練の実施等：年１回） 

   (ｲ) 利用者の安全確保業務（職員配置計画を作成し，施設内外の巡回を行うと

ともに，常時，事務所には職員を配置すること。） 

   (ｳ) 災害・事故発生時における緊急対処業務（指示・報告の系統を作成するこ

と。） 

  ウ 施設の設置目的を達成するための業務 

   (ｱ) スポーツ教室の開催などスポーツをより身近にするための事業発案・実施 

   (ｲ) スポーツ合宿等の誘致による施設利用の活性化のための事業発案・実施 

   (ｳ) ホームページの開設など施設の情報発信 

   (ｴ) 管理運営に必要な印刷物を作成し，効果的に配布すること。 

  エ 清掃業務 

     良好な衛生環境，美観の維持に心がけ，公共施設として快適な空間を保つた

めに必要な清掃業務を実施すること。  

(ア) 館内（体育館・武道館・弓道場）清掃 

業  務  内  容 回 数 

メインアリーナ（体育館），サブアリーナ（体育館），道場（武

道館），射場（弓道場），和室（弓道場），会議室，更衣室，観

客席，２階フロア（体育館）等の清掃 

使用の都度 

玄関，供用通路，事務室，湯沸室，トイレの清掃 １日１回以上 

床面メンテナンス：体育館（体育館用メンテナンス剤使用） 年１回以上 

倉庫の清掃及び整理 随時 

ゴミ収集，処理（ゴミ集積所への搬出） 随時 

机，イス等の整理 随時 

   (イ) 館外清掃 

業  務  内  容 回 数 

駐車場の清掃 １日１回以上 

館周辺の清掃 １日１回以上 

   (ウ 塩浜運動場（多目的運動場・野球場・テニスコート・プール） 

業  務  内  容 回 数 

各施設内の清掃 使用の都度 

施設周辺の清掃 使用の都度 

    ※市営プールについては，６月から８月までが使用期間となるため，６月中

旬に大規模な清掃を行うこと。 

オ 施設周辺の管理業務 

常に快適な環境を利用者に提供するため，施設周辺の清掃及び除草，花木の

植栽・剪定，病害虫駆除，養生等適切な管理  

  カ 修繕  

   (ｱ) 施設全体の不具合，雨漏り，壁のひびなど施設を管理する上で重大な不具
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合が生じたときには，速やかに市に報告すること。 

   (ｲ) 施設及び設備並びに備品等の損耗，劣化及び破損又は故障により損なわれ

た機能を回復するため，１件につき30万円(消費税及び地方消費税を含む。）

未満の修繕については，指定管理者の負担とする。ただし，年間の上限額を

100万円とする。１件30万円以上の修繕費等が見込まれる場合は，市と指定管

理者との間で協議する。 

  キ 備品の管理に関する業務 

   (ｱ) 市の所有する備品については，「枕崎市会計規則」及び関係法規の管理方

法に基づいて管理を行う。 

   (ｲ) 備え付けてある備品等については，利用者が支障なく利用できるよう，日

常的に点検のうえ整理整頓し，適切に管理する。破損，不具合等が発生した

ときは，速やかに市に報告すること。 

   (ｳ) 指定管理者がリース契約等で使用している備品については，指定管理期間

が終了したとき又は取り消されたときは，指定管理者の責任において備品等

を撤去しなければならない。ただし，特別な事情がある場合は，市と協議す

ること。 

  ク 指定管理者は，施設の運営に支障をきたさないよう，必要な消耗品（施設維

持管理用，事務用，清掃用等）を適宜購入し，管理すること。 

  ケ その他 

   (ｱ) 緊急・救急時対策及び防犯・防災対策について，マニュアルを作成し，従

事者に指導を行うこと。 

(ｲ) 個人情報保護について，従事者に周知・徹底を図ること。 

(ｳ) 駐車場の利用状況を注視し，駐車箇所等について適切な対応等行うこと。 

   (ｴ) その他施設の管理上，市が必要と認める業務を行うこと。 

⑷ 人員の配置に関すること 

  ア 統括責任者１名と常時１名以上の従業員を配置し，利用者へのサービスに支

障なく対応できる人員体制をとること。 

  イ 配置する人員の勤務形態は，労働基準法を遵守し，施設の運営に支障がない

ようにすること。 

  ウ 施設管理に従事するもののうち，１名は防火管理者の資格を有すること。 

  エ 従業員に対して，施設の管理運営に必要な研修を実施すること。 

  オ 従業員に変更があったときは，速やかに市に届け出ること。 

⑸ 自主事業に関する業務 

   スポーツ教室の開催など，指定管理者のノウハウを活用し，健康増進や体力づ

くりなど市民の健康の保持と福祉の増進に努めること。また，以前より継続して

実施している事業（きばらん海クラブ）等については、現状を引き継ぐこととし，

市民サービスの低下を招かないこと。 

 

５ 経理に関する事項 

⑴ 収入 

   指定管理者は，市が支払う指定管理料のほか，利用者が支払う利用料や自らが
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企画，実施する各事業の収入等を自らの収入とする。 

⑵ 指定管理料に関する協議 

   指定管理料の年額については，会計年度ごとに指定管理者から提出された収支

計画額を踏まえ，予算編成過程や予算の議決を経て，年度協定書を締結する中で

決定する。 

⑶ 指定管理料の支払い 

   市は，指定管理料として会計年度（４月１日から３月31日）ごとに，別途締結

する年度協定書に基づき指定管理者に支払う。なお，支払いの時期は年度協定書

に定める。 

⑷ 経理の独立 

   施設の管理運営及び事業実施に係る収入支出は，指定管理者が属する団体等の

経理とは区別して管理し，収支の実績を明確にすること。 

⑸ 指定管理料の精算 

   指定管理業務を市が示した内容どおり確実に実施するなかで，利用料金収入や

事業収入の増加，経費の節減など指定管理者の努力により生み出された余剰金に

ついては原則として精算による返還は求めない。また，利用料金収入の減少など，

指定管理者の運営に起因する不足額が生じた場合は，原則として補填は行わない。 

⑹ 指定管理料の返還 

   指定管理者の責めに帰すべき理由により，業務の一部が履行されていないこと

が確認された場合は，指定管理料の一部を支払わず，又は支払った指定管理料の

一部の返還を求める。 

 

６ 関係法令，条例等の規定の遵守 

  施設の管理に当たっては，本仕様書のほか，次の各項に掲げる法令等に基づかな

ければならない。 

⑴ 地方自治法 

⑵ 枕崎市運動場条例 

⑶ 枕崎市運動場条例施行規則 

⑷ 枕崎市立総合体育館等の設置及び管理に関する条例 

⑸ 枕崎市立総合体育館等の設置及び管理に関する条例施行規則 

⑹ 枕崎市海洋センターの設置及び管理に関する条例 

⑺ 枕崎市海洋センターの設置及び管理に関する条例施行規則 

⑻ 枕崎市情報公開条例 

⑼ 枕崎市個人情報保護条例 

⑽ 枕崎市会計規則 

⑾ 枕崎市公有財産管理規則 

⑿ 消防法 

⒀ 労働基準法，労働安全衛生法ほか労働関係法令 

⒁ その他，関係例規，施設・設備の維持管理と保守点検に関する法令及び市の示

した運用基準等 

 

７ 証拠書類の保管 
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  指定管理者は，文書の管理に関する規程等を定め，管理業務の状況を記録した書

類や経理状況に関する帳簿類等を整理し，市が指定する期間これを保管すること。

また，指定期間が終了したときや指定の取り消しを受けた場合は，速やかに関係書

類を市に引き渡すこと。 

 

８ 守秘義務 

  指定管理者及びその従業員は，管理の業務上知り得た秘密を第三者に漏らしたり，

自己の利益のために利用してはならない。指定管理者でなくなった後及びその従業

員でなくなった後も，同様とする。 

 

９ 取得した個人情報の取り扱い 

  指定管理者が個人情報を取り扱う場合は，個人の権利利益を侵害することのない

よう適正に行わなければならない。 

取り扱いについては，別添「個人情報の取扱いに係る特記事項」の規定による。 

 

10 情報公開 

  指定管理者は，その管理の業務に当たり保有することとなる情報のうち，個人情

報以外のものについては，積極的に公開に努めるものとする。また，当該業務を行

うに当たり保有する情報について，市から提供を求められたときは，これに応じな

ければならない。  

 

11 事業計画書及び業務報告書 

⑴ 事業計画書 

指定管理者は，会計年度の11月末日までに下記の事項を記載した翌年度の事業

計画書を提出すること。なお，指定管理初年度については，基本協定書締結後10

日以内に提出するものとする。 

ア 業務計画書 

イ 収支予算書 

ウ 自主事業計画書 

エ 管理運営の体制 

オ その他市が必要と認める事項 

⑵ 業務報告書 

  ア 日報 

    指定管理者は，施設の利用状況及び管理運営業務の実施状況等記載した業務

日報を作成し，市が指定する期間保管し，求めがあった場合は提出すること。 

  イ 月別報告書 

    指定管理者は，毎月終了後10日以内に，下記の事項を記載した月別報告書を

作成して，市に提出すること。  

(ｱ) 社会体育施設の利用状況（日計，月計，累計，前年度比較等） 

(ｲ) 利用料金収入状況 

(ｳ) 予約状況 

(ｴ) その他市が必要と認める事項 
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  ウ 年度事業報告書 

    指定管理者は，会計年度終了後30日以内に下記の事項を記載した年度事業報

告書を作成して，市に提出すること。 

(ｱ) 管理業務の実施状況 

(ｲ) 利用状況並びに利用拒否等の件数及び理由 

(ｳ) 利用料金の収入実績 

(ｴ) 自主事業の実施状況 

(ｵ) 管理経費の収支状況 

(ｶ) その他市が別に定める事項(業務委託実績等) 

⑶ 事業評価 

    管理業務の水準確保及びサービスの向上の観点から，利用者アンケートを毎

年度実施し，利用者等の意見や要望を把握し，管理運営に反映させるよう努め

ること。 

なお，施設の管理運営に関して自己評価を行い，その結果を前記の事業報告

書にまとめ，市に提出すること。 

 

12 指定管理者が賠償責任を負う範囲 

⑴ 指定管理者の責めに帰すべき事由により，市又は第三者に損害を与えた場合は，

指定管理者がその損害を賠償しなければならない。また，損害賠償に対応できる

ような賠償資力を確保するため，適切な保険に加入すること。 

⑵ 事故が発生した場合に備えて，あらかじめ事故対応マニュアルを定めるととも

に，事故発生時には直ちに市に報告すること。 

  

13 リスク分担について 

  市と指定管理者との管理運営業務に関するリスク分担については，別表のとおり

とする。なお，表中にないリスクが生じた場合，及び表下部記載の解釈に疑義が生

じた場合は協議のうえ，その取り扱い及び解釈を決定することとする。 

 

14 協定書の締結 

市と指定管理者は，業務の内容及び管理の基準に関する細目的事項等について協

議のうえ，協定書を締結する。協定書は，指定期間全体の基本的な協定書及び年度

ごとの個別の協定書とする。 

 ⑴ 基本協定書 

枕崎市公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第７条の規定によ

る。 

 ⑵ 年度協定書 

   当該年度の指定管理料の額，その他必要と認める事項 

 

15 業務不履行時の処理 

⑴ 管理運営業務が業務要求基準を満たしていない場合又は使用者が施設を使用す

るうえで明らかに利便性を欠く場合，市は指定管理者に対して改善の指示を行う

ことができる。 
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⑵ 市は，指定管理者が市の指示に従わないときはその指定を取消し，又は期間を

定めて管理者の業務の停止を命じることができる。 

 

16 管理業務の一括委託の禁止 

管理の業務を一括して第三者に委託し，又は請負わせることはできない。ただし，

その一部について，あらかじめ市と協議の上，市が認めた場合はこの限りではない。 

 

17 その他 

⑴ 指定管理期間が終了したとき又は指定が取消されたときは，指定期間開始時の

状態に復して，必要なデータ等と併せて次期指定管理者又は市に引き継ぐこと。

業務を引き継ぐ際は，円滑かつ確実に行うこと。 

⑵ 監査等に必要があると認める場合，指定管理者は帳簿書類その他の記録を提出

すること。 

⑶ 指定管理者が施設の管理運営に係る各種規程，要領等を別に定める場合は，市

と協議を行うこと。 

⑷ 各種規程等がない場合は，市の規程に準じて業務を実施すること。 

⑸ 本仕様書に記載のない事項については，市と協議すること。 

⑹ 指定管理者が，施設を設置目的以外に使用する場合は，あらかじめ市長の許可

を受けること。 

⑺ 市のほか，関係機関との連絡調整を図ること。 

⑻ 従業員に，業務中は職務に専念するとともに，服装・言動等に注意し，利用者

に不快感を与えないよう指導すること。 

⑼ 使用者，その他から施設及び設備について，要望や苦情があった場合は適切な

対応をするとともに，その概要を速やかに市に報告すること。 

⑽ 従業員には名札を着用させること。 

⑾ 施設及び敷地内は禁煙とする。 

⑿ 自動販売機の電気使用料金を翌月の10日までに市に報告すること。 
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個人情報取扱特記事項  

 

(基本的事項 ) 

第１条  受託者（以下「乙」という。）は，個人情報 (個人に関する情報

であって，特定の個人が識別され，又は識別され得るものをいう。以下

同じ。 )の保護の重要性を認識し，この契約による業務の実施に当たっ

ては，個人の権利利益を侵害することのないよう，個人情報の取扱いを

適正に行わなければならない。  

(秘密の保持 ) 

第２条  乙は，この契約による業務に関して知り得た個人情報の内容をみ

だりに他人に知らせ，又は不当な目的に利用してはならない。この契約

が終了し，又は解除された後においても，同様とする。  

２  乙は，この業務に従事している者に対して，在職中及び退職後におい

て，この契約による業務に関して知り得た個人情報の内容をみだりに他

人に知らせ，又は不当な目的に利用してはならないことその他個人情報

の保護に関し必要な事項を周知するものとする。  

(保有の制限等 ) 

第３条  乙は，この契約による業務を行うために個人情報を保有するとき

は，その業務の目的を明確にするとともに，業務の目的の達成に必要な

範囲内で，適法かつ公正な手段により行わなければならない。  

２  乙は，この契約による業務を処理するために本人から直接書面に記録

された当該本人の個人情報を取得するときは，あらかじめ，本人に対し，

業務の目的を明示しなければならない。  

(適正管理 ) 

第４条  乙は，この契約による業務に関して知り得た個人情報の漏えい，

滅失又はき損の防止その他の個人情報の適切な管理のために必要な措置

を講じなければならない。  

(利用及び提供の制限 ) 

第５条  乙は，枕崎市（以下「甲」という。）の指示又は承認があるとき

を除き，この契約による業務に関して知り得た個人情報を契約の目的以

外の目的のために自ら利用し，又は提供してはならない。  

(複写，複製等の禁止 ) 

第６条  乙は，甲の承認があるときを除き，この契約による業務を処理す

るために甲から引き渡された個人情報が記録された資料等を複写し，又

は複製してはならない。  

(再委託の禁止 ) 

第７条  乙は，甲の承認があるときを除き，この契約による個人情報を取

り扱う業務を第三者に委託し，又は請け負わせてはならない。  

(資料等の返還 ) 

第８条  乙は，この契約による業務を処理するために甲から引き渡され，

又は自らが収集し，若しくは作成した個人情報が記録された資料等は，
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業務完了後直ちに甲に返還し，又は引き渡すものとする。ただし，甲が

別に指示したときは，その指示に従うものとする。  

(事故報告 ) 

第９条  乙は，この契約に違反する事態が生じ，又は生じるおそれがある

ことを知ったときは，速やかに甲に報告し，甲の指示に従うものとする。  

(実地調査 ) 

第 10条  甲は，乙がこの契約による業務を処理するために取り扱っている

個人情報の状況について，随時，実地に調査することができる。  

(指示 ) 

第 11条  甲は，乙がこの契約による業務を処理するために取り扱っている

個人情報について，その取扱いが不適当と認められるときは，乙に対し

て必要な指示を行うことができる。  

(契約解除及び損害賠償 ) 

第 12条  甲は，乙がこの個人情報取扱特記事項の内容に違反していると認

めたときは，契約の解除又は損害賠償の請求をすることができる。  


